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年頭にあたって  

寛容でありたい  

 

           川戸れい子（代表理事）  

 

 ドイツのメルケル首相が、州議会選挙での敗北により、キリスト教民

主同盟（ＣＤＵ）の党首を退き、引き続き首相の任にはあたるものの、

今期をもって政界から引退することになった。既に数年前から、ヨーロ

ッパ諸国におけるポピュリスト政党、右翼政党の躍進を心配していたド

イツの友人たちは、さぞかし憂えていることだろう。  

 今回の州議会選挙の敗北、メルケル氏の積極的な難民受け入れ政策に

対する批判が一因であることは否めない。ＣＤＵは元々保守政党であり、

その党首であったメルケル首相が、多数の難民を受け容れ、他の EU 諸国

にも応分の受け容れを求める政策を推進して きたのは、不思議でもある。 

メ ル ケ ル 氏 は 人 道 の 観 点 か ら 難 民 に 手 を 差 し 伸 べ よ う と し て き た の

だろうが、保守政党党首でありながらそうしたのは、彼女が旧東独の出

身であることと無関係ではないだろう。旧東独市民は人権 無視の厳しい

監視社会を生き抜き、旧西独との再統合後も、半世紀に わたり異なる体

制下にあったというギャップが残り、被差別感に苦しんできた。メルケ

ル氏は首相の地位にまで昇り詰めても、他者の痛みのわかる人なのに違

いない。自分と異なる要素を持つ人々を受け容れる。彼女は寛容なので

ある。  

〔不寛容の時代に〕  

 「不寛容の時代」ということが言われ始めてから、随分経ったように

思うが、世界の不寛容度はその後もますます高まっている。トランプ政

権はその最たるものだが、ヨーロッパ各国でも相次いで排外主義的な右

翼系政党、ポピュリスト政党が議席を伸ばしている。  

自国 第一 主義 と は、 他国 お よ び他 国 人は 二の 次、 とい う こと であ る。

自国の「国益」に沿わなければ、 貧困に喘ぎ、何とか他国で糊口をしの

ごうとする移民も、生命の危険から逃れようとする難民も排除の対象で

しかない。だが、それが本当の「国益」になるのだろうか。  

 ドイツはかつて強烈な自国第一主義を採った。言うまでもない。ナチ

政権である。「アーリア民族の生存圏確保」の名の下にユダヤ人を迫害・

虐殺し、ロマの人々もユダヤ人同様に扱い、スラヴ系民族も劣等民族と



して強制労働に駆り出し、ドイツ人を居住させるために財産を奪い、追

放した。その結果が第二次世界大戦の悲劇である。大戦後、ドイ ツ人は

ナチ時代の反省に立って、「ヨーロッパのドイツ」であろうとし、ヨーロ

ッパ統合を推進してきたのではなかったか。そのドイツが再び不寛容に

陥っていくのだろうか。  

〔外国人労働力導入〕  

 一方、安倍政権は労働力不足を補うため、出入国管理法の改正に乗り

出した。これは一見、排外主義の逆を行っているようだが、その実は外

国人を同じ人間として見ず、安価な労働力としか考えない自国第一主義

そのものだ。  

かつて南米から日系人を労働者として受け入れたものの、景気が悪く

なった途端に、雇用していた企業は彼らを解雇し、社員寮から追い出 し

て路頭に迷わせた。それを政府は見過ごしにした。外国人「研修生」と

いう名目で受け入れた人々は、劣悪な待遇に耐えかねて逃亡、不法滞在

者化した。今も「技能実習生」という名称に変わったが、同じことが起

きている。  

 東京ＹＷＣＡは常に他国の人々に寛容であろうとして きた。日本に来

て困難を抱えている人々に手を差し伸べてきた。私たちの拠って立つと

ころは、「主は他国から来ている人を守り、身寄りのない子供とやもめを

支え、悪人の企てを砕かれる」（詩篇 146：9）である。旧約聖書にさえ、

神の寛容が述べられている。私たちは寛容でありたい。また、寛容であ

れ、と主張し続けたい。  


